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平成２８年　６月　３日（金）

開会： 午後３時から

○教育部長 　定刻となりましたので、ただいまから、平成２８年度第１回
大田原市総合教育会議を開会いたします。
　私は教育部長の益子でございます。本日の進行を務めさせてい
ただきます。
　初めに、本会議の主催者であります、津久井市長があいさつを
申し上げます。

○市　長 （市長あいさつ）

・北海道の子ども置き去り事件について　奇跡的に無事保護され
たというニュースがあり、たいへん喜ばしいことであった。この
ニュースからもう一度親教育などの必要性を感じたところであ
る。学力、体力の向上も大切であるが、人間力というものの教育
もたいへん重要であると感じたところである。
・若草中のＩＣＴ教育について　新聞記事にも掲載され、たいへ
ん成果が上がっているようである。まだまだ道半ばであるが、若
草中が実験的、模範的に大田原市のＩＣＴ教育を引っ張っていっ
てもらいたい。

○教育部長 　ありがとうございました。

○教育部長 　それでは、次第の３　議題に入ります。ここからの議事進行
は、大田原市総合教育会議設置要綱第４条第１項の規定に基づ
き、津久井市長が行います。

○市　長 　円滑な議事運営に努めさせていただきたいと思いますので、御
協力のほどよろしくお願いいたします。
本日の議題は次第３に記載のとおりでありまして「小中学校再編
整備の進捗状況につきまして」、事務局よりご説明申し上げま
す。

○教育総務課長 　小中学校再編整備の進捗状況について

　平成２８年度については、親園中と佐久山中の統合に向けた準
備を進める。
ⅰ）６月から７月にかけて保護者向けの意識調査（アンケート）
を実施
　・調査の前段に各小中学校の保護者向けに説明会を実施。
　・すでに５月中に各ＰＴＡ役員との意見交換を実施済み。

ⅱ）７月から９月にかけてアンケート調査の結果を各小中学校の
保護者に説明し意見交換を実施。
　・地域（全戸）対象とした説明会を順次実施。
　・必要に応じて説明会を実施。

ⅲ）１０月以降、統合に向けた意見調整や合意が得られれば、具
体的な統合の手法や検討委員会の設置に向けた準備を行う。
　・今年度検討委員会が設置されれば、平成２９年度以降は学校
同士の行事の調整や交流事業の実施など統合に向けた具体的な準
備を進めたい。

平成２８年度　第１回大田原市総合教育会議　発言要旨



○市　長 　説明が終わりましたので、質問や御意見、御感想などがありま
したら、お聞かせいただきたいと思います。

○教育長 　平成３０年度には統合中学校がスタートするという認識でいま
したがどうでしょうか。

○教育総務課長 　目標としている一番早い時期ですと平成３０年度からというこ
とになりますが、あくまでも地域の合意形成がされませんと進み
ませんので、一概に平成３０年度ということではございません。

○教育長 　小中一貫型教育のスタートにも影響がありますので、平成３０
年度に市内全校で同時にスタートできればより良いのではないか
と思います。

○教育総務課長 　あくまでも地域での合意形成が重要となってきますので、期限
をこちらで設定するということではありませんので、場合によっ
ては慎重な意見によって遅くなることもありますし、早期に実施
ということになるかもわかりません。

○市　長 　全員の同意が必要かどうか賛否ありますが、まずは子を持つ保
護者の方がどう思っているかが重要ですし、地域住民の方の意見
も無視できませんので、時間をかけても子どもたちに最良な結果
となるように努めてもらいたい。

○日原委員 　中学校の統合はやむを得ないですが、小学校までなくなってし
まうとコミュニティーとして維持できなくなるだろうし、若い方
が出て行ってしまうことも懸念しております。

○市　長 　統合の組み合わせはいろいろあると思いますが、佐久山と福
原、親園と宇田川ということもあると思いますし、金田南中と湯
津上中の地域を超えての統合については、湯津上地区の方々の理
解、英断が必要ですし、いずれにしても教育長を中心に学校の先
生方や現場の声も参考にして進めてもらいたい。

○日原委員 　郷土の歴史なども加味して、統合の組み合わせを考えてもらい
たい。

○深澤委員 　佐久山と福原の問題と同様に金田南中と湯津上中については、
一旦終了してから議論していくのでしょうか、重複して議論して
いくのでしょうか。

○教育総務課長 　２地区同時に進めていくとこは困難であると思いますので、あ
る程度落ち付いた段階で次の統合の議論をしていきたいと思って
おります。



○市　長 　野崎地区の統合が先になるかわかりませんが、統合された学校
の教育環境が改善されるということも事実であります。西原小学
区再編によって、大小、紫小は校舎の大規模改修を実施しており
ますし、若草中ではＩＣＴによる最先端の学習環境を実現してお
ります。激変を受ける地域には、それ相応の対応でもって迎える
ことが行政として必要であると思いますし、統合されることはマ
イナスではなく、むしろ子どもたちにとってプラスなんだと思わ
れるような対応が必要であろうと思います。

　職員の数も限られておりますので、それほど手を広げることは
難しいので、１つずつじっくりと取り組んでもらいたいと思いま
す。

○市　長 　ほかに何もなければ、以上をもちまして議事等に関する協議を
終了させていただきます。
　滞りなく議事を進行することができましたことに感謝申し上げ
ます。
　ここからの進行は事務局にお願いします。

○教育部長 　貴重なご意見をいただきまして、ありがとうございました。
　次に、次第の４　情報提供といたしまして　小中一貫教育推進
の取り組みについてとＩＣＴを活用した教育につきましてご説明
申し上げます。

○学校教育課長 ＩＣＴを活用した教育について
・若草中の研究授業について報告　１人１台のタブレット端末を
利用した授業を展開
・６つの特徴　①集中力が増す、②ポイントがわかりやすい、③
自分の考えをうまく表現できる、④他の意見を理解しやすくな
る、⑤資料を調べることができる、⑥わかりやすい資料を作るこ
とができる

・６月中に各校のＩＣＴ推進員との懇談会を実施し、進んでいる
学校の特徴や進んでいない学校の問題点を洗い出して、すべての
学校が順調にＩＣＴ教育を推進できるようにしたい。

○学校教育課長 小中一貫教育について（９年間を見通して）
　若草中の３つ柱
　・地域の学校の確立
　・確かな学力の育成
　・これからの社会を切り拓く人材育成

・小中連携と小中一貫の違いは、９年間の教育目標、カリキュラ
ムを策定しているかどうかである。

・現在若草中と金田北中をモデル校として、教育目標とカリキュ
ラムの方向性を試行錯誤している。

・平成２９年度４月から小中一貫型教育を推進できるように関係
例規の改正を年度内に実施予定。

・残りの７中学校区についても平成３０年度にスタートできるよ
うに準備していきたいと思っております。



○市　長 　説明が終わりましたので、質問や御意見、御感想などがありま
したら、お聞かせいただきたいと思います。

○教育長 　若草中においては、特にＩＣＴを活用した英語教育に力をいれ
ており、学力成績についても格段の結果を残しております。これ
らの結果からもさらにＩＣＴを活用した授業を展開し、成果や実
績を示すことで、市内の各学校にＩＣＴ教育普及に拍車をかけて
いきたいと思っております。

　小中一貫教育については、９年間で自分の行きたい高校にいけ
るだけの確かな学力を身に着けてほしいと思っております。各学
年応じた目標やカリキュラムを達成し、最終的には自分の希望す
る高校に進学するだけの学力を確立できる教育システムの構築を
進めてい行きたいと思います。

○市　長 　１つ要望として、若草中の緑豊かな環境を生かし、特に水辺公
園には高齢者の方もグラウンドゴルフで利用しているので、生徒
との交流やボランティア活動など地域との関わりを増やしてほし
いと思います。

○教育部長 　ほかに何もなければ　５の研修に移ります。
　現在、与一伝承館で開催中の「渡邉利八、大田原藩を描く」に
つきまして、同館前川学芸員よりご説明申し上げます。

（与一伝承館内に移動　前川学芸員より説明）

○教育部長 　最後に皆様から何かございますか。

○教育部長 　何もなければ、以上で、第１回総合教育会議を閉会させていた
だきます。　お疲れ様でした。

閉会： 午後４時３０分


